
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S − 164

163

的検 討

一一
般講演

Variable　Deceleration　の 実験 的臨床

日産
『
婦轟志39巻臨時増干U

164　　　　羊胎仔慢性実験 モ デ ル を 用 い た

deceleration の 構成要素 の 解析

東 北大 学医学 部 産婦人 科

明城光 三  斉 藤純也 ，小野 寺 正行 ，谷州 原真吾 ，
秋 山 直道 ，新宅 芳行 ，岡村 州 博 ，矢嶋　聴

東北大学医 学部産婦 人 科

斉藤純也 ，明城 光 三
， 谷川原真吾 ，秋山直道 ，

新宅芳行 ， 小野寺正行 ，岡村 州 博，矢嶋　聰

　 【目 的 】羊胎仔 慢性 実験 モ デ ル を 用 い て 作 成 した

　実験 的 胎 仔 仮死 モ デ ル で の FHR 　Decelerationの

　Amplitude と血液 ガ ス 値 ，カ テ コ
ー

ル ア ミ ン 値 と

　の 関係 の 検 討 。 臨床例 で の 同 様 の 検 討 。

　【方法 】 実 験的 胎仔 仮 死 モ デ ル は J 妊 娠 日令 工09

　
〜 125 日 の 羊 に 胎 仔 カ ニ

ュ レ ーシ ョ ン 手術を行 い ，
術 後 4 日 目以 降 で 胎 仔 が生 理 的 と 思 わ れ る 状態で

　くり返 し臍 帯 を 圧 迫 す る こ と に よ り作 成 した 。 胎

仔 動脈 血 を 10分 毎 に 採珀エし，血 液 ガ ス 値 ・

N ・・epineph ・ine（NE ）値 ・Epi ・・ph ・i・・ （E ）値 を 測

定 し ・FHR 　Decelerationの Amplitude との 関係 を

検討 した 。 臨床 例 は 昭 和 60年 7 月 よ り 昭 和 61年 9
月 ま で に 経 腟 分娩 した 症例 の うち 臍 帯勁脈 Jinの 血 液

ガ ス 値 ，NE 値 ，　 E 値 を 測 定 し た 50例を対象 と した 。

戯 績 蹊 験的 胎 仔仮 死 モ デ ル （6 例） で pH 　ts
は 下 降 し

，
NE 値 ，　 E 値 は 上 昇 し た 。

　 Amplitude

は pH 値 と の 間 に 弱 い 相 関 （r ；− 0．337）を認め る の

み で ，HCO5 値 ，　 NE 値 ，　 E 値 と の 間 に 相 関 は 認

め られ な か った 。 臨 床例 で Amplitude が 6e　bpm 以

⊥ で 持続 時 間 が 60秒 以上 の Variable　Deceleration

（V 、D ，）が 分娩時 に 見 られ た 30例 と，V，　D ．が 見 られ

な い か ・見 られ て も 6。bpm ，60秒 未 満 の 20例 を 比

較 す る と pH 値 は 前者 が 7．286± O．063，後者 が 7，291 ±

O・064 ，・HCO5 は そ れ ぞ れ 22．1土 2．9，・21．5± 3．3mE ・1／e ，
NE 値 は 9．9 土 9．2，11．4± 15．9ng ／hLe，　E 値 は 2．1士 1．8 ，
2．3± 2．1ng／溜（平均値 ± SD ．） と い ず れ も有意 差 は

見 られ な か っ た 。

【結論 】臍帯圧 迫 に よ る 実 験 的 胎 仔 仮 死 で は

Decelerationの Amplitude は 胎 仔 の 状態 を 反 映 し

な い と 思 わ れ た 。 臨床 例 の Variable　 Deceleration
で も Amplitude は 必 ず し も胎児 の 状態 を 反 映 し な

い と 思 わ れ た 。

　 IN 的】 ヒ ツ ジ 胎仔 の 臍帯を間歇的 に 圧 迫す る こ と で

　徐脈を作成 し
，

FHR − patternの 構成要素を解析 した 。

　【方法】 妊娠 日齢 110 〜120日 の ヒ ツ ジ胎仔 に麻酔下 で

　カ ニ
ュ レーシ ョ ン 手術 を 施行 し，胎 仔 動脈 圧 ，胎仔心

　電図 ，胎仔心 拍数 ，子 宮 内圧 ，臍帯動脈血 流量 ，酸索

　飽和度を同峙 に 測定記録 した 。 臍帯 に は occluder を

　装着 し，臍帯動静脈を同時 に 圧迫 して deceleratioロ

　を出現 させ た・Single　occlusive 　study （以 下

　SI− OCC ）（40秒 ，60秒）は Sequential　occlusive

study 似 下 SE − OCC ）（40秒 × 15，60秒 ・ 45）の 前

日 に 行 っ た もの と，SE − OCC に 続 い て 行 っ た もの を，
硫酸 ア Fu 　 t

°
ン （1　mg ）， プ ・ プ ラ ノ ・

一
・レ （4・mg），

フ ェ ン ト ラ ミン （10　mg ）を投与 して 比較 した 。 実験 は

術後 5 日 目以降 に 行 い ，血液ガ ス 値 ， FHR − pattern，
FBM − pattern が 正常 に復 した ，い わ ゆ る生 理 的状

態 で 行 っ た ・
Catecholamineは ，酵素 ア イ ソ トープ 法

に て 測定 した 。　【成績】 Normoxemia 　SI −．OCC で ア

トロ ピ ン を投与す る と Deceleration
開始 の 遅延 と

Overshootが認 め られ た 。
　 Overshoot はプ ロ プ ラ ノ

ロ
ー

ル 投与 に て 認 め られ な くなり，フ ェ ン トラ ミ ン 単
独投与 に て 認 め られ る こ と よ り，β系交 感神経優位 の

状態 で 出現 す る と考え られ た 。 SE− OCC 後，　pH7 ．00
以 下 の SI − OCC で は ，ア ト ロ ピ ン 投与 に て も
Dece「eration 開 始 の 遅延 は認 め られ ず ，　Overshoot
も不 明幽 こな っ た ． SE −−OCC （4。秒 x15 ） で は

Norepinephri　ne 主 体 の 増加 と Vasocontriction が み

られ ，60秒 x45 回の 始め よ りEpinephrine ，Norepi−

nephrine の 大 量分泌がみ られ た。【結論 コ臍帯 圧 迫 に

よ り進行 す る胎 仔 仮死 に 伴 い ，基本的 に は 5 型 の

FHR −
　pattern が 出現 した が ，そ の 中 で もpH 　7，15 付

近 よ り胎仔 反 応 系 の 終末と 思われ る時 期に Overshoot
を 伴 う特徴的 FHR −

pattern が 認 め られ た 。
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